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研究の概要 

足関節外側靭帯複合体の構造と制御機能の解明 

 

足関節捻挫後に約 20-40%の方が何度も捻挫を繰り返す慢性足関節不安定症(CAI: Chronic Ankle 

Instability)に移行し、スポーツ活動や日常生活に影響を及ぼします。しかし、CAIの病態メカニズムは未だ

解明されていません。CAIの解明には、足関節外側靭帯複合体や距骨下関節を制御する靭帯の構造特性および

靭帯の制御機能の解明が必要です。本研究の目的は以下の２点です。 

①解剖実習体の足部を対象として、距腿関節・距骨下関節を制御する靭帯のバリエーションや構造特性を肉眼

解剖および組織学的視点から明らかにすること。(図１)  

 

足関節不安定症のメカニズムを解明するために、足関節・距骨下関節の制御靭帯の構造特性と制御機能の

解明に取り組んでいます。研究で得られた知見を講義内で説明することが、実学教育につながると考えてい

ます。また、靭帯の制御機能の解明につながるような汎用性があり安価な計測機器の開発を目指しています。 

 

・「Difference in the fibular attachment structure between the superior and inferior fascicles of  

the anterior talofibular ligament using ultrasonography and histological examinations」 

・「Relationship between inferior fascicle of anterior talofibular ligament and articular capsule 

in lateral ankle ligament complex」 

・「Continuous and connective fibers of the lateral ankle ligament complex」 

 

②Thiel 固定された足部を対象として、距腿関節・距骨下関

節を制御する靭帯の切断損傷モデルを作成し、距腿関節・距

骨下関節の不安定性を定量化し、靭帯の制御機能を解明する

こと。(図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．靭帯の構造特性 

図２．距骨下関節の不安定性の評価 

本研究で得られる足関節外側靭帯や距骨下関節制御靭帯

の構造特性と制御機能の知見から、超音波画像装置などを用

いて、CAIに対する評価法の確立を目指しています。 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=aa6ea99699542c62&lang=ja

